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からすやま みんなをつなぐ みちのえき 
産業能率大学 経営学部 田中彰夫中ゼミ 

Ａチーム 

 私たちは烏山地域に「道の駅」を創設することを提案します。道の駅は「休憩機能」・「地域との連携機能」・「情

報発信機能」・「防災機能」の 4点を併せ持つ道路施設です。道の駅は一般的に外から人を呼び込むための手段とし

て用いられるイメージがあります。しかし私たちの目指す道の駅は、内（世田谷区民）のための、地域に根ざした

ものです。道の駅の設置が地域住民のためになるか否かを考えるうえで、私たちは世田谷区のホームページに記載

されている「世田谷区民へのアンケート結果」を活用しました。その結果、４つの機能の内３つが地域住民のニー

ズに合致しているとの結論に達しました。 

1. 常に立ち寄ってもらえる地域交流の拠点

こちらは「地域の連携機能」にあたります。アンケート結果からコミュニティ施設への重要度を高いと考え

ている割合は大きいが、満足度は低いことが判明しました。そこで道の駅を設置することにより、満足度の高

い交流施設を作ることが可能だと考えました。 

2. 災害時にも安心な街づくり

こちらは「防災機能」に該当します。災害時に安心して利用でき設備が整っていることは、大きな魅力とな

ります。そのため、道の駅には宿泊可能な多目的ホールと体育館や生活必需品備蓄のための倉庫、水道が止ま

った際の水回りをカバーするための大浴場等を設置することにしました。通常時にこれらの施設は、多目的ホ

ールや体育館などの交流スペース、ドライバーや地域住民のための大浴場、ショップやレストラン等のバック

ヤードとしても使用します。 

3. 安全な街になるための休憩利用

こちらは「休憩機能」です。道の駅の採択基準に夜間事故・過労事故が多発している区間において、一定区

間にドライバーが休憩できるような施設がない場所に、道の駅は設置できると記載されています。私たちが設

置案を出している盧花恒春園は環状８号線に面しており、北には国道２０号線と交差され、この区間は事故率

が非常に高くなっています。そこでドライバーにはこの道の駅を休憩施設として利用してもらうことで、事故

の少ない安全な街づくりに貢献できると考えました。  

私たちは地域に根付く道の駅を念頭に置き、構想を練ってきました。地域住民に喜んでもらえ、かつ他の道の

駅との差別化が図れる具体的な構想として、以下の 3点を提案します。 

① ＪＡファーマーズマーケットとの提携による地域の野菜販売

JA ファーマーズマーケット千歳烏山店では主に地域の方々のために野菜を販売しています。そこで私たちは

支店として野菜を分けてもらい道の駅で販売しようと思います。販売箇所を増やすことにより、利便性が増し

て地域住民の購買が増えるだけでなく、世田谷を訪れた観光客にも野菜を買ってもらう機会を提供したいと考

えています。 

② 川場村コーナーの設置

世田谷区と群馬県川場村は縁組協定になっています。また、川場村にある道の駅「田園プラザ」は、関東道

の駅アワード 2014 で 1位になっています。そこで烏山地域に創設する道の駅内に川場村を紹介するコーナー

や川場村の物産展、田園プラザの独自商品の販売、川場村で使える割引クーポンの配布など、相互的な観光客

増加のきっかけにしたいと思います。 

③ 世田谷区内の大学と道の駅とのコラボ

世田谷区内には 12大学があり若者に恵まれています。しかし、地域との交流の観点からは、それほど活発

ではないように思われます。そこで道の駅を創設するにあたり、私たちが独自に選んだ特色ある大学による地

域交流を考えています。子供からお年寄りまでが楽しめるような教室や商品開発など、各大学に世田谷区全体

としての活性化に一役を担ってもらうことで、世代の壁を越えた交流を望めます。 

最後に、これらが実現することにより当初の計画通り地域住民の交流の活性化に繋がると共に、あわせて世田谷

区外からの集客もでき、産業の起点となることも期待されます。 
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